
太平洋側サンマの漁棄生物学的研究－ⅠⅠ

漁獲物の年令組成について（予報）
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The Fishery BiologicalStudies of Saury，Cololabis Saira（Brevoort）

in thePacific Coast ofJapan－ⅠⅠ．

Age CompoEitionofCatches（Preliminary Report）
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Thisreportconcernsthe Agecomposition and estimatedsurvivalrate ojSaury，CoLoILZ・

bisSaira（Brevoort）which wereexamined withlhesample caught byliftrnet supported

by poles using fish alluringrIightfrom the T6hoku area ofJar）an，September to december

1953・From the resullS Ofage compositions，the main age group of the usable stockis

JTl agegroup（80％ofthetotalcateh）whichis recruit・SpaWner．And timelydeLferen。e。t

timeintervallOdayswere found on each age composition，The apparent survival rate

at n【age group of this species was estimated from age compoSition as nearIy O．04，

Ⅰ　箱　　　書

昭和28年つ漁跡目に茨城県那珂湊港では推定約586万賃のサン‥マが水揚された。これは此年

の東北海区サンマ漁獲量のほゞ1割に和当すると考へられる。これにさかのぼって吾員は昭和

26年から漁期小のサンマについて計画的な抽出作業を繰返してきたが此年にも9月中旬から

12月日l旬迄の間那珂湊入港船から魚体標本抽出を実施してきた。その漁獲位置はFig．1．に示

す様に内地解禁後の主要漁場はすべて網羅され所謂東北海区サンマ漁場の金城に11：ってゐる。

それゆえ吾々は那珂湊港入港船の水揚物より得た漁獲物曲線で漁

期小の東北海区のサンマ利用資源を〉一応我に論議したいと思う。

ⅠⅠ方　　　法

（1）抽出喜†画

漁獲物は母魚群体の単純任意抽出標本と考へ日に依る系統抽出

法を搾り（抽川比，第1次横木▲／2，第2次標本リ6）l朴一日の入

Tab．1．Number of time at sampling used for

this presumption．

第　1　次　標　本

（体長糾成抑瓜†聴沫）
43回　　　2930度

第　2　次　標　本！　17担1　1177尾
（隼令瀬定川標′本）　　　　　（14回　　　518尾）
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Fig．1．SampllngpOSi・
tion of material used for

this observation．wllite
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港胎の抽出は標本を有する第1入港船とした。漁獲物からの標本の抽出は1船50属乃至100尾

をランダムに抽出した。この推定に用ひた魚体調査資料の総数はTab．1に示す通りである。

漁獲量は那珂湊港関係各漁業協同組合公表のものに吾々が調査した推定量を相加したもので

ある。

（2）年令組成の推定方法

昭和カ年漁期中の年令組成を第2次標本より求めこれをHodgsonの方法によりあらかじめ

推定した那珂湊港の松水揚量に引き延した。
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β年魚の推定漁獲屋敷

ク　推定漁獲重量

推定捻漁獲局数．

推定漁獲重量

第1次標本（体長組成推定用模本）中g体長階級に属する尾数の首分率

第1次標本から抽出した第2次標本（年令査定用模本）中f体長階級に

属する局数

体長階級の数

最小年令

最大年令

勒川－のJ魚体のガの値，ガはβ年魚に対しては1，β年魚以外に対して

は0となる
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α年魚の平均体長
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第1次標本中J体長階級に属する属数の中央値

第1次榎本中f体長階級に属する屋敷の肥満度

ⅠⅠⅠ推　定括果

Timeintervalを10日にとったもの及び全漁期を通じて推定した体長組成及び年令別漁

獲尾数と年令別漁獲重量はTab．2，Tab．3及びFig．2に示す通りになる。図によれば9

月中旬及び11月下旬，12月中旬にはⅣ年魚が認められない。全漁期を通じての年令組成はⅡ

年魚の割合が少ない○事実日本近海では若年魚が沿岸に密集して著しい季節的移動を行うこと

が少いからⅡ年魚以下の所謂若年魚とⅡ年魚以上のものとは一緒の棲分けがあるものと考へて
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Tab・3・NumberofCatches＆weight（Kan）ofcatchesseparated

age at timeintervallO days．

－75－



Fig・2　Agecomposition ofcatehes caught bylift－net SuPPOrted by polesusingfish

alluring－lightatsearegionofT6hoku，SeptembertoDecemberattimeintervallOdays．

Upper，Catchnumher；Lower，Catchweight（Kan）．Romannumerals represents the age．

良さそうである。右の裾のⅣ年魚については漁法の選択性が或程度影響して居ると考へられる

が，その漁獲物全体の組成に及ぼす影響は恐らく無税し得る程度のものと考へられる。それゆ

え此の漁獲物曲線は此年の東北海区のサンマ利用資源をかなり　Unbiasに現はしてゐると考

Jlて良さそうである。垂漁期を通じての主群であるⅢ年魚はRecruitSpawnerであり且昭和

24年以前迄雀）Recruitmentであった。これは昭和25年以降の一連の著しい隼態的特徴であ

る。此の漁獲物曲線についてⅡ年魚の見研けの珪残率を求めると伽茄＝0．0431と推定され極度

に低い。従って漁法其他の変革により利用資源に変動が起らない限り少くもこ」数咋は漁獲物

の主群にⅣ咋魚が復活することは考へられないと一応予想される。
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